
タンク室省略工事における浮力に対する計算例 

 

 浮力に関する計算の方法は次の通りである。 

１ タンクが浮上しない条件 

タンクが浮上しないためには、埋土及び基礎重量がタンクの受ける浮力よ

り大でなければならない。 

 

ＷＳ＋ＷＣ＞Ｆ 

 

 

 

 

 

（１）タンクの受ける浮力（Ｆ） 

タンクの受ける浮力は、タンクが排除する水の重量から、タンクの自重を

減じたものである。 

 

Ｆ＝Ｖｔ×ｄ1－Ｗｔ 

 

 

 

 

 

 

Ｖｔ＝πｒ2｛ℓ＋（ℓ１＋ℓ２）/３｝ 

Ｗｔ＝（２πｒℓｔ１＋２πｒ2ｔ２＋ｎπｒ2ｔ３）×ｄ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＳ：埋土重量の浮力に対する有効値 

ＷＣ：基礎重量の浮力に対する有効値 

Ｆ ：タンクの受ける浮力 

Ｆ ：タンクの受ける浮力 

Ｖｔ：タンクの体積 

ｄ１ ：水の比重 

Ｗｔ：タンクの自重 

π：円周率（3.14） 

ｒ：タンクの半径 

ℓ：タンクの胴長 

ℓ１、ℓ２：タンクの鏡板の張出 

ｔ１：胴板の厚み 

ｔ２：タンクの鏡板の厚み 

ｔ３：仕切板の厚み 

ｎ：仕切板の数 

ｄ２：鉄の比重（7.8） 

別紙４ 



（２）埋土重量の浮力に対する有効値（ＷＳ） 

埋土重量の浮力に対する有効値とは、埋土の自重から埋土が排除する水

の重量を減じたものである。 

 

ＷＳ＝ＶＳ・ｄＳ－ＶＳ・ｄ１＝ＶＳ・（ｄＳ－ｄ１） 

 

 

 

 

 

 

ＶＳ＝Ｌ１・Ｌ２・Ｈ１－（Ｖｔ＋0.7ｎ１・Ｌ２・ｈ１・Ｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＳ：埋土重量の浮力に対する有効値 

ＶＳ：埋土の体積 

ｄＳ：埋土の比重（1.8） 

ｄ１：水の比 

ＶＳ：埋土の体積 

Ｖｔ：タンクの体積 

0.7：基礎台の切込部分を概算するための係数 

ｎ１ ：基礎台の数 

Ｌ１、Ｌ２、Ｈ１、ｈ１、Ｔは、図１、図２による。 

図１ 図２ 



（３）基礎重量の浮力に対する有効値（Ｗｃ） 

基礎重量の浮力に対する有効値とは、基礎重量から基礎が排除する水の

重量を減じたものである。 

 

ＷＣ＝ＶＣ・ｄＣ－ＶＣ・ｄ１＝ＶＣ（ｄＣ－ｄ１） 

 

 

 

 

 

 

ＶＣ＝Ｌ１・Ｌ２・ｈ２＋0.7ｎ１・Ｌ２・ｈ１・Ｔ 

 

 

 

 

 

 

 

２ バンドの所要断面積 

タンクを基礎に固定するためのバンドは、タンクが受ける浮力によって切

断されないだけの断面積を有しなければならない。 

 

Ｓ≧（Ｆ－ＷＢ）/２σＮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＣ：基礎重量の浮力に対する有効値 

ＶＣ：基礎の体積 

ｄＣ：コンクリートの比重（2.4） 

ｄ１：水の比重 

ＶＣ：基礎の体積 

0.7：基礎台の切込部分を概算するための係数 

ｎ１ ：基礎台の数 

Ｌ１、Ｌ２、ｈ１、ｈ２、Ｔは、図１，図２による。 

Ｓ ：バンドの所要断面積（バンドを固定するためのボルトを設ける 

部分のうち、ボルトの径を除いた部分の断面積） 

Ｆ ：タンクの受ける浮力 

ＷＢ：図１、図２に示すＢ部分の埋土重量の浮力に対する有効値 

σ ：バンドの許容引張応力度（SS400を用いる場合は、16kg/mm２） 

Ｎ ：バンドの数 



ＷＢ＝｛２ｒＨ２（ℓ＋ℓ１＋ℓ２）－
２

　πｒ2

（ℓ＋（ℓ１＋ℓ２）/３） ｝（ｄＳ－ｄ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンカーボルトの所要直径 

バンドを基礎に固定するためのアンカーボルトは、バンドに働く力によっ

て切断されないだけの直径を有しなければならない。 

 

ｄ≧ 1.128{（Ｆ－ＷＢ）/２ｔＮ}１/２ 

 

ｒ：タンクの半径 

Ｈ２：第6-2図による。 

ℓ：タンクの胴長 

ℓ1、ℓ2：タンクの鏡板の張出 

π：円周率（3.14） 

ｄＳ：埋土の比重（1.8） 

ｄ１：水の比重 

ｄ：アンカーボルトの所要直径（谷径） 

Ｆ：タンクの受ける浮力 

σｔ：アンカーボルトの許容引張応力度（SS400を用いる場合、12kg/mm２） 

Ｎ：バンドの本数 

ＷＢ：第6-2図に示すＢ部分の埋土重量の浮力に対する有効値 


